
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AXAは、会長兼 CEOアンリ・ドゥ・キャストゥルが 27年の在籍と約 17年に亘る CEO としての職責に幕を閉じると発

表しました。同氏は、取締役会からも 2016年 9月 1日付けで退任します。 

ジャン-マーティン・フォルツ氏のリーダーシップのもと、AXAグループの報酬・ガバナンス委員会において検討されてき

た後継者選定に関するプロセスを経て、AXAグループの取締役会は、2016年 3月 19日に開催された臨時会議にお

いて全会一致で、会長職と CEO職を分離し、2016年 9月 1日のドゥ・キャストゥル現会長兼 CEO退任と同時に以下

の人事を発令することを決議しました。 

- ドゥニ・ドゥヴェルヌが、取締役会の非常勤会長に就任 

- トーマス・ブベルが、チーフエグゼクティブオフィサー（CEO）就任およびドゥ・キャストゥル現会長兼 CEO の後任と

して取締役会メンバーに就任 

 

トーマス・ブベルは、2016年 3月 21日に副 CEOに就任し、パリの AXAグループ本社に勤務します。ブベルはドゥ・

キャストゥルとドゥヴェルヌとともに、2016年 6月 21日に発表予定の、AXAの新戦略計画の最終化に従事するととも

に、経営承継に向けた引き継ぎ作業を行う予定となっています。 

本件について、会長兼 CEO ドゥ・キャストゥルは次のようにコメントしています。「クロード・ベベアール氏から職責を引

き継ぎ、これまで AXAの会長兼 CEOを務めてこられたことはこの上ない喜びです。全世界で 1億 300万にお客さま

に応対している 166,000人の社員に感謝を申し上げたい。彼らのプロフェッショナリズムや高い参画意識は、当社の原

動力であり、私自身のモチベーションの源泉でもありました。」 

「取締役会は、私が 2013年 10月に依頼し開始された今回のプロセスを通じて、当社の人材の裾野の広さと質の高さ

を再確認するとともに、新時代のリーダーを特定することができました。ドゥヴェルヌ氏と私は、これまでに築き上げたこ

のチームを心から誇りに思っています。」 

「私は、Ambition AXAが成功裏に終了し、新戦略計画発表前の今こそが、今後 AXAを成功へと導いていく新体制へ

の移行の最良の時であると考えました。AXAグループから離れることは私にとって非常に大きな決断でしたが、ブベル

氏が当社の経営を引き継ぐことは大変喜ばしいことであり、確信をもってその責務を移譲することができます。ブベル氏

は経験豊富でリーダーシップスキルに優れており、昨今の急激に変化するビジネス環境の中で創出される機会を正しく

評価し捉える能力を備えています。私はブベル氏が、私たちの長期的な成長の鍵である、常にお客さまに寄り添う会社

となるために、社員を導いてくれると確認しています。」 

取締役会の副会長および筆頭独立取締役であるノーバート・デントレサングル氏は本件について次のようにコメントし

ています。「取締役会は、明確な戦略ビジョン、保険業への深い知識、そして実行力とリーダーシップを備えるブベル氏

と、AXAグループにおける経験と知識を有し、コーポレートガバナンスと規制環境に通じたドゥヴェルヌ氏のコンビネー

ションが最良のものであると合意しました。」 

 

会長兼 CEOアンリ・ドゥ・キャストゥルが 2016年 9月 1日付けで退任 

トーマス・ブベルがチーフエグゼクティブオフィサー（CEO）に、 

ドゥニ・ドゥヴェルヌが取締役会の会長に就任 
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「取締役会は、1989年からのドゥ・キャストゥル氏による AXAへの大きな貢献に心から感謝します。彼のリーダーシッ

プによって、AXAは保険業界におけるリーディングブランドとなり、新興市場、特に、アジアにおいてビジネスの拡大を

成し遂げ、深刻な危機をも乗り越え、お客さまとの約束を果たしただけではなく、好調な業績を収め株主への配当を継

続してきました。2015年、AXAはデジタル変革を進める中、5年間の戦略計画を成功裏に終了し、過去最高値となる

アンダーライング・アーニングスを達成しました。アンダーライング・アーニングスが、ドゥ・キャストゥル氏の在職期間中

に 8倍も増加した成果は特筆すべき点です。取締役会は、ドゥ・キャストゥル氏の功績に最大の敬意を表するとともに、

AXAの戦略的な決断や事業の信頼性強化に貢献してきたドゥヴェルヌ氏に謝意を表します。彼らは、質が高く、参画

意識の高い社員と共に築き上げた、卓越した経営管理を備え、レジリエンスに富んだ AXAグループを、新たなリーダ

ーシップチームに引き継いでいきます。」 

 



 
 

   

AXAグループについて 

AXAは世界 59ヶ国で 16万 6,000人の従業員を擁し、1億 300万人のお客さまにサービスを提供する、保険および資産運用分

野の世界的なリーディングカンパニーです。国際会計基準に基づく 2015 年度通期の売上は 990 億ユーロ、アンダーライング･ア

ーニングス（基本利益）は 56億ユーロ、2015年 12月 31日時点における運用資産総額は 1兆 3,630億ユーロにのぼります。

AXAはユーロネクスト・パリのコンパートメント Aに上場しており、AXAの米国預託株式は OTC QXプラットフォームで取引され、

ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス（DJSI）や FTSE4GOOD などの国際的な主要 SRI インデックスの構成銘柄とし

て採用されています。また、国連環境計画・金融イニシアチブ（UNEP FI）による「持続可能な保険原則」および「責任投資原則」に

署名しています。 

 
 
 
 
 

～本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします～ 

アクサ生命保険株式会社 広報部 

電話：03-6737-7140  FAX：03-6737-5964 
http://www.axa.co.jp 

 

 

 

略歴 

トーマス・ブベル 

トーマス・ブベルは、2016年 3月 21日、AXAの副 CEOに就任し、2016年 9月 1日には、AXAの CEOに就任する予定。これま
で、AXA Germanyの CEOおよび AXAの生保・貯蓄分野および医療分野のグローバルビジネスラインの CEOであり、AXAグル
ープのマネジメントコミッティメンバーを務める。  

ボストンコンサルティンググループにおいて、ドイツ及びグローバル地域の銀行および保険セクターを担当するコンサルタントとして
キャリアをスタート。2005年から 2008年の間、ウィンタートウルグループ（2006年に AXAが買収）においてウィンタートウルスイス
のマネジメントボード・メンバーを務め、チーフオペレーティングオフィサーやチーフマーケティングオフィサー、そしてチーフディストリ
ビューションオフィサーなどを歴任。その後、チューリッヒグループに在籍し、スイスの CEOを務めた。 

2012年初旬に、AXAに入社し、AXA Germanyの CEOと AXAグループのエグゼクティブコミッティメンバーに就任。2015年 3月
には、AXAグループのマネジメントコミッティメンバーに就任するとともに医療分野のグローバルビジネスラインの CEOに就任。
2016年 1月には AXAの生保・貯蓄分野および医療分野のグローバルビジネスラインの CEOに就任。 

ブベル氏は、WHUコブレンツ （ドイツ）において経済学の学位を取得し、その後、英国ランカスター大学でMBA、ザンクトガレン大学 

(スイス)で経済学博士号をそれぞれ取得。世界経済フォーラムにおいて、ヤング・グローバル・リーダーに選出された。 

ドイツ国籍。1973年生まれ。今回のAXAのCEO就任に伴い、家族と共にフランスへ移住予定。 

 

ドゥニ・ドゥヴェルヌ 

2016年 9月 1日、ドゥニ・ドゥヴェルヌ（62歳）は、AXAの非常勤会長に就任予定。2010年以来、AXAの取締役会のメンバーおよ
び AXAの副 CEOを歴任。1979年にフランス経済財務省の税務局に任官され、2年後には在ニューヨーク フランス総領事館にて
商務参事官を務め、1986年から 1991年の間は、フランス経済財政省の法人税局長や租税政策担当副次官補を務める。1991年
から 1995年の間は、銀行セクターを管轄する局のシニアポジションを務めた。1995年、AXAグループに入社。米国および英国の
オペレーションを統括するとともに、ベルギーと UAPの買収後の英国のグループ企業の再編成を指揮する。2000年から 2003年
の間、ドゥヴェルヌは、AXAの副 CFOに就任し特にリスクマネジメント機能を強化した。2003年 2月からは、財務、コントロール、
戦略担当のマネジメントボード・メンバーに就任。2006年から 2007年には、ウィンタートウルの統合を担当。 

 

2014年には、世界銀行と経済開発協力機構（OECD）によって設立された国際金融公社が推進する、民間セクターから国際的なリ
ーダーを集め、新興国におけるコーポレートガバナンスの改善に貢献する取り組み、PSAG（Private Sector Advisory Group）のメ
ンバーに就任。 

 

HEC経営大学および国立行政学院（ENA）を卒業

 


